
こんな事ってありませんか？

添付⽂書でも
⾷後になっているので、
何か⾷べてから
服⽤して下さい。

この薬って
⾷後の指⽰だけど
⾷べないで服⽤した
らダメ？

処方箋の用法は食後である場合が多い

しかし添付文書上には食後の規定がある場合と
ない場合がある

その規定にはどんな「根拠」があるのだろう
か？



昨年の発表では、インタビューフォームに
記載されている食事の影響などを中心に
調査し、日常の業務に活かしやすいよう
データーベース化を行った

      表                     
          

   薬局       
                    
  

 上記資料 下 置            
白      入     



        内容    化       

       
根拠   
該当資料   
        



添付⽂書上の⾷事規定の確認

インタビューフォームの確認 インタビューフォームの確認

⾷事の影響の記載 ⾷事の影響の記載

該当資料なし    
２９品⽬

インタビューフォームに則って記載

メーカーＤＩへ確認
も不明なもの3品⽬

⾷事規定

    

    
  

GERの変化・胃酸の影響・副作⽤・作⽤機序・LogP値から
   吸収・効果などへの影響を検討した

そこで今回は該当資料がないものについて
「薬学的考察」を加え推定してみる
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GER（胃内容物排出速度）：
薬物吸収の多くは小腸からであり、薬物吸収
速度は胃から小腸に移行する速度に大きく影
響を受ける。
GER が小さいとき、一般的に薬物吸収は遅
れ、吸収が不完全になる。
逆に吸収が良好になる薬物もある。ゆっくり
吸収部位に移動することで能動輸送機構の飽
和が生じることなく吸収される。他には脂溶
性食餌に薬物が溶解して、さらに胆汁分泌を
促進したため薬物の分散･溶解が促進される
こともある

LogP
ｎオクタノール/水分配係数を常用対数で
あらわしたもの。
基本的には正の値 脂溶性
　　　　　負の値 水溶性
と判断できる。



考察

今回多⽅⾯から薬剤の吸収への影響を検討してみた。
いくつかの薬剤では⾷事が薬剤の吸収へ影響を及ぼす可能性
があることが分かったが、多くの薬剤では明確な根拠は
得られなかった。
しかしながら⽔溶性・脂溶性を調べることで、そこから⾷事と
薬剤の吸収についておおまかな予測を⽴てることは可能であると
思われ、より良い服薬指導に⽣かせると考えている。



PubChem

①最初に医薬品のSMILESを調べます。
今回はPubchemというサイトで

調べてみました
②ページ頭にある検索窓に検索したい

薬品名を⼊⼒します。
（今回はWarfarinを調べてみました）
③少し下の⽅にあるSMILESをコピー

脂溶性、⽔溶性を調査す
るための⼿法として計算
でLogPの値を求めてみる

ことにしました。



推測され
たLogP

VCCLAB ④トップページの右側のALOGPS2.1を
クリック

 ⑤Pubchemで調べたSMILESを⼊⼒しSubmitを
クリック

種々の推定LogP値がでますが今回はALogPを使⽤
しました


